
９
月

日
告
示
の
自
由
民
主
党
の
総
裁

選
は
、
過
去
最
多
の
９
名
が
立
候
補
し
、

「
開
か
れ
た
総
裁
選
」
と
し
て
選
挙
戦
は

過
去
最
長
の

日
間
に
渡
り
ま
し
た
。
同

日
、
決
選
投
票
を
経
て
、
石
破
茂
新
総

裁
が
誕
生
し
ま
し
た
。

国
民
政
党
で
あ
る
自
由
民
主
党
だ
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
の
行
う
政
治
は
、
党
員
・

党
友
を
越
え
て
、
国
民
の
た
め
の
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
国
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
り
、
日
本
の
国
益
と
尊
厳
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
誰
か
」
、
討
論

会
や
街
頭
演
説
な
ど
を
皆
様
と
と
も
に
聞

き
、
熟
考
し
、
投
票
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
総
裁
選
で
、
私
は
増
税
ゼ

ロ
や
給
食
費
無
償
化
を
掲
げ
た
茂
木
敏
充

候
補
の
政
策
に
共
感
し
、
推
薦
人
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
茂
木
候
補
へ
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
１
年

月

日
、
第

回
衆
議
院
総
選
挙
に
お
い
て
、
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
代
表
と
し
て
初
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
約
３
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
初
登
院
の
日
、
正
門
か
ら
国

会
議
事
堂
へ
向
か
っ
て
歩
い
た
道
の
り
に

お
い
て
、
こ
れ
か
ら
こ
の
国
の
た
め
に
、

国
民
の
皆
様
の
た
め
に
働
か
せ
て
い
た
だ

く
重
責
を
強
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

こ
の
３
年
間
は
私
に
と
っ
て
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
新
人
議
員
ら
し
く
、
未

来
を
見
据
え
、
今
、
直
面
す
る
課
題
に
一

つ
一
つ
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

携
わ
っ
た
分
野
は
、
経
済
、
社
会
保
障
、

外
交
・
安
全
保
障
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
初
当
選
か
ら
わ
ず
か
２
７
５

日
で
し
た
が
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興
大
臣
政
務
官
を
拝
命
し
、
国
力

の
源
泉
で
あ
る
科
学
技
術
の
発
展
と
文
化

の
振
興
に
道
筋
を
つ
け
る
と
い
う
何
物
に

も
代
え
が
た
い
仕
事
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。常

に
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
現
地
・
現

場
主
義
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
ス
ピ
ー
ド
感
で
日

本
の
未
来
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

総
裁
選
を
終
え
た
今
、
我
々
自
民
党
は

一
致
結
束
し
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と

で
政
治
を
前
に
動
か
し
、
山
積
す
る
国
内

外
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

い
よ
い
よ
衆
議
院
解
散
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
私
は
、
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ

る
自
動
車
産
業
や
医
療
介
護
福
祉
の
現
場

を
経
験
し
た
自
分
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
国

政
の
場
で
担
う
こ
と
が
で
き
る
役
割
が
あ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
現
地
・
現
場
主
義

を
大
切
に
、
一
意
専
心
、
引
き
続
き
日
本

国
と
国
民
の
皆
様
の
た
め
に
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２

年
７
月
９
日
生
ま
れ
。

歳
。
豊

橋
南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。

歳
、
レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
。

歳
、
単
身
渡
欧
。

歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド

ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。

歳
、
帰

国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ

ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就

任
。
２
０
１
９
年
第

回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。

２
０
２
１
年
第

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代

表
）
に
自
民
党
公
認
で
立
候
補
し

初
当
選
。
元
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
。
現
在
、

国
連
世
界
食
糧
計
画
国
会
議
員
連

盟

事
務
局
長
、
自
由
民
主
党
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

事

務
局
長
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
た
め
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
・

合
成
燃
料
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
な
ど
を
務
め
る
。
日

本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話

す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。

42

11

19

24

30
25

49

衆
議
院
議
員

自
民
党
総
裁
に
石
破
氏
就
任

第
２
１
４
回
臨
時
国
会
召
集
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名古屋港を視察させていただきました。
総取扱貨物量は1億6,358万トン。平成
14年から21年連続で日本一を更新中。
愛知のものづくりを支える名古屋港の

振興をこれからも応援します。

母校の牛川小にて敬老会に出席。敬老の日を
迎えられた皆様に心からお祝いのご挨拶。先
輩方が未来を切り拓いてくださったからこそ、
私たちが安全で豊かな生活を享受しています。
しっかりと次代に引き継いで参ります。

自民党総裁選立候補者の所見発表演説会
が党本部にて開催され、初当選同期の議
員らとともに出席。どの候補者も日本を
思い、貢献したいという意志を持った方

ばかり。

茂木敏充さんの愛知県内の視察に同行。青
年世代や子育て世代との対話を重ねました。
幼児教育無償化を実現した茂木さんだから
こそ、給食費無償化の実現に大きな期待が

寄せられていました。

令和6年能登半島地震に関する被災者支援募金への協力のお願い

【令和６年能登半島地震被災者支援募金口座】

金融機関：北國銀行県庁支店
口座番号：（普）２８５９３
口座名義：石川県令和6年能登半島地震災害義援金

本年1月1日、能登半島を震源とする最大震度7を記録する地震が発生しました。
石川県はじめ広範囲に及ぶ被災地は、家屋の倒壊、火災など甚大な被害を
受けております。

どうか皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

同世代であり、豊橋市長選への挑戦を
決意した近藤ひさよし前豊橋市議会議
長の事務所開きに出席。豊橋の未来を

共に考える同志であります。

台北市政府青年局の殷瑋青年局長らが
来日され、自民党青年局へ表敬訪問さ
れました。青年局国際部副部長として
出席し、若者支援や留学制度など有意
義な意見交換をさせて頂きました。

理化学研究所放射光科学研究センター
の石川哲也センター長より、文科政務
官在任中に取りまとめた大型放射光施
設「SPring-8」の高度化事業の進捗状況

について説明を受けました。

TICAD閣僚会合テーマ別イベントにて、
エチオピア視察を報告。アフリカ各国
政府関係者、日本政府関係者、NGO関
係者等多数出席、活発な意見交換が行

われました。

「自由民主党総裁選候補者に対する青年
局共同声明文」を各候補者に手交させて
いただきました。是非実現いただきたい

と私から石破茂候補に手交。
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